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河川改修で地盤沈下、被害８００棟　埼玉県が補償へ

「想定外の地盤」　鴻沼川工事で７億円補償 【 埼玉 asahi.com より引用 】

県の鴻沼川改修工事でさいたま市の住宅地が最大で約１５センチも地盤沈下したのは、川床を掘削した影響で地

下水が川に流れ込んだためとみられる。県は事前に地質調査したが、「これほど地下水が（川に）抜けやすい地盤と

は想定できなかった」と説明する。工事はまだ残っており、県は被害がさらに広がらないように対策を講じる方針だ。

県によると、被害が確認された地域は旧与野市の新中里、鈴谷、大戸、旧浦和市の西堀、鹿手袋、関など。住宅

やマンション約８００棟で建物や塀が傾いたり、壁にひびが入ったりした。傾いた住宅は建て替えの必要はないもの

の、住宅を持ち上げて地盤を沈下前に戻す必要があるという。

これまでに約６００棟の所有者と補償交渉が終わった。マンションや事業所の建物では補償額が１千万円を越す

例もあり、補償額は総額で７億円に達する見通しだ。
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